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(1623) は第 3 章が「知慮について」と題され，そこではこれを「追求すべきものと回避
すべきものについての認識と選択 (5) j と規定している。またバルザックも「悟性をして，
幸福であるために役立つ事柄を認識し実践することを可能ならしめる習性(6)j として，ア
リストテレス以来の定義をうけついでいる。シヨンも[宰相論j (第 1 部， 1631) 第 3 巻




















「副次的原因の配置と知慮の規則に従って判断すること」だと述べる 10) 「知慮J の規則
に従って判断するとは，蓋然性の支配する領域で，災厄を避けて利益に至る行動を，慎重
な吟味を経て決定することの謂であろう。


























越えて多様な偶然的嬰棄の働く余地が残されてむり、行動は常に運命fO l' tune との戦し瓦とい
う様相を呈する口運命は長い熟慮と計画を経た企てをもーl瞬にして覆す大海であり，この



































































































いった醒めた現実認識に立ち，ノーデは国家的非常手段 coup d'Etat を正当化する。彼は




















































(le 5 septembre 1982.) 
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